
えん しつ

以上主I;べたことは一般的 ・ 恒久的援護であるが， このほかに

11日々の問題が発生する。これらの川間について窓口的な役;怖を

するために生活相談所が設けられている。

終戦後収品のうちには戦災によって日とともに閤窮する者が

続出したので， これを早急に救済する目的で1Ip，和 21 ・ 4 本社を

初め各鉄道局， 工場等に生活相談所が設けられ，全国主主Eな fJii

nrrに IH~.&所がi丘かれた。その後イ γ フレの進むにつれ戦災者以

外にも生日に閑る者があいついで経生し，外地からの引縁者，

未復員才;の f'W守家店長 ， 外uu.役者の巡族はもちろん現紋と退職とを

問わず赦済を必裂とする者がW/加した。相談所はこれらの人々

のため人事法律の相談， 弘済会の行う授産， 職業干íIì滋， 生計布Iì

給，その他弘済会が行うあらゆる初制.事業へのあっ旋，民生委

n または官Ätll司への iili絡をはかっている。このほか生活相談所

では手村資金をもら，共済制l合の各店1の給付金その他の立態も

やり ， また職以およびその家店長の結婚のためのn衣裳，葬儀の

ための然l立をきわめて安11l1 iに貸して生計上の負担を舷くするこ

ともしている。(元~I一定MI')

えんしつ 煙室 (蒸気機関車の) <*) smoke box 火室にお

ける燃焼HE温風を誘起する所で， γ リ γ ダ封|気を煙室内下部の

l止 :-u しノズルから焼失に l古]って l噴出し ， 大気へ排出されるとき

燃焼ガスを誘出して負圧を生じ，燈i管を通して火室内燃焼ガス

を!以号|し新しい空気を火陥子下から吸引して燃焼を峰んにする。

燃焼J日空気は灰箱風口から供給される。

国鉄iめ然機IYJI11 の:lil'i室の際準桝造は(図ー1) のとおりである。

煙室胴( 1 )は鋼板製で後端は煙室輪(10)を介してポイラ l阿の先端

と結合する。下部はポイラ台に結合しポイラのがJブJを台わくに

固定する。ポイラが台わくに匝lfE しているのはこの部分どけで，

1. 煙
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Jm -~j' 名 称 照号 名 称
1 煙室1同 11 ~*iìíî板

室

2 傾注戸 12 煙室内反射公開
3 火の粉 d-_ 的制 13 機関車番47

4 l吐:3 1• しノズル火の粉止め網 14 )2:寄せ

5 ;惇ヲE 15 草花気管

6 ペテ コ ー ト 16 煩室 :67:板

7 11:1: tl~ L ~~' 17 第一ポイラ胴

8 IIJ: :~I し 筒 18 ~~:寄せ受

9 IIJI.H L ノズル 19 かんぬき

10 煙室料} 20 :l."Il室戸縮小i ね じ

ポイラ JIIi~および火室の隊わく郎の受はすべて膨脹受になってい

る。1iYi叢JIIITI の iW~は，1，イラ JII司に防熱ふとんを着せる|韮1 I系なども

ありポイラ 111'1 より やや大きく する。煙室~flt Vm3 と火絡子

側 Gm' との比号= 1.3-2 くらばなっている。シリ γ ダ排
気はピス ト γ の l 行程ごとにl噴出されるので，煙室の真空度も

これにしたがって変化し通風作用が波動的になるので， これを

平均化するため士yl室握手fj'(は小さくてはいけない。

E肝炎( 5)は鋼板~であるが従前は鋳鉄製の化粧煙突を用いたも

のもある。大きさは吐出しノズル(9)から噴出されるシ リ γ 〆排

気の蒸気の背任れが1iYi~内壁の中央部に接触するようにし，かつ

ド端にはベチコ ー ト (6)を]反付けて燃焼ガスの誘出を良好にする。

火の粉止め網(3)は金網裂で煙突から大粒の火の粉が飛散する

のを防止し，沿線火災を予防するため設けるが良質伏を燃料と

する J;!.}合は Jl I し、ないこともある。 サイク ロ ン式火の粉止め装置

は州炎 卜から l止川 し主主世まで円筒形におおい， ]:~j l)J1にうず巻形

に羽以を設け，燃焼プfス を誘wするとき回転させて火の粉のみ

は燥室|叶~Iに務すようにしたものであり，図欽でも試用したこ

とはあるが一般的にはm~ 、ていない。

l止 11~し装置は小Jfbあるいは!日形機関車では左右シ リ ソダから

の排気を吐 11\ し二又佼によって煙突下に浮き噴出させる榊造で

あるが J止近の新Jfb l1並|見JIl1はボイ ラ台内部を排気膨脹室ωとし ，

シリ γ ダ111 気をこの中にi止 IH させ一旦膨脹させてから，その上

自11煙室内に装備した吐出し管(7)吐出し筒(8)を経て吐m しノズノレ

(9 )から!liYi~に l勾 っ て噴出するので排気の噴出が平均化し ， した

が っ て通風作用 も平均化される。 吐出しノズノレの大きさは通風

力に大なる|刻係があり， ピストンの背圧を '，::fiめず， しかも多量

の燃焼ガスを誘引するため， [吐出し機構が研究され， [止 /i\ しノ

!!('!-¥'j- 名 科、

21 t担当、戸 ヒ ンジ

22 1先日せん
23 シ リ ンタず

24 J4気t'\:内出板;
25 蒸気作外当縦
26 煙車成ふさぎ板
27 :w室戸パ γ キン

28 ポイラず;

A 判| 気出J娘釜
B f@気"，の j邑風築主i ノス)レ

ズノレの形状を営通

は丸穴であるが菊

形 ・ 十字形 ・ 波し

金式などとし，こ

れに雄炎 n~1のベ

チコ ー ト を数段に

して組合わせたも

のもあった。 l止l1\

し線十時の国定式に

対し ， 後|草川lのイ土

君主状1廷に応じて吐

:j_11 しノズノレの吐出

16 し[自l般を加l滅し ，
-JfJ tt業に適した

i温風とするように

したのが吐出 し加

滅装置 (凶ー2) で

ある。 吐出 し fffijf(

の加IÎ威は吐出し/

ズノレ(4)の中心部に

設けた吐w し加l滅

絡(6)を上下に illlJか

して行い ， その操

作は煙室l閥横て白日

滅ハソドノレ(18)によ

って行い， 述転室

内で主"*1乍できるよ

うにしたものもあ

る。
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